
せたな町

［表紙写真］　水仙まつりの様子

　5 月 10 日（日）北檜山区丹羽の玉川公園
において第 41 回玉川公園水仙まつりが開催
されました。
　開会に先がけて、北檜山幼稚園園児による
1 日おまわりさんが宣言をし、会場内で啓発
活動をしました。
　ステージでは、二俣風神太鼓、浮島竜神太
鼓、玉川音頭といった郷土芸能、歌謡ショー、
檜山北高等学校吹奏楽局によるコンサートが
行われ、大いに盛り上がりました。
　最後は盛大にもちまきを行い、水仙まつり
を締めくくりました。
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せたな町代表者 12人による議会構成決まる！

　

町
議
会
議
員
選
挙
後
の
初
議
会
が
５
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、

議
長
、
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会
の
所
属
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①住所　②職業　③所属政党

※写真は正副議長を除き議席順です。

※年齢は５月８日現在です。

　

改
選
後
の
初
議
会
で
、
再
度
議
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
初
心
に
戻
り
、

議
長
の
職
務
の
遂
行
に
全
力
を
尽
く
す
決
意
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

合
併
時
39
人
を
数
え
た
議
員
数
も
、
今
は
７
割

減
の
12
人
に
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
議
会
が

果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は
、
か
つ
て
な
く
大
き

な
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
と
議
会
は
、
地
方
自
治
を
推
進
す
る
車
の

両
輪
で
あ
り
、
議
会
に
は
、
町
の
政
策
を
最
終
的

に
決
定
す
る
「
議
決
権
」
と
、
行
政
運
営
に
対
す

る
「
批
判
・
監
督
権
」
と
い
う
、
二
つ
の
権
限
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
権
限
を
、
町

民
の
目
線
に
立
っ
て
適
切
に
行
使
す
る
こ
と
が
、

議
会
と
議
員
の
重
要
な
責
任
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
は
、「
議
会
の
公

開
」
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

町
民
と
の
意
見
交
換
会
や
議
会
報
告
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
議
会

活
動
の
推
進
も
大
き
な
課
題
で
す
。

　

合
併
10
周
年
を
迎
え
た
今
日
、
議
会
活
動
の
一

層
の
発
展
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
任
ご
挨
拶

　
　

 

せ
た
な
町
議
会
議
長　

菅　

原　

義　

幸

議　　長
すが　　わら　　よし　　ゆき　　　　

 菅　原　義　幸（70）
①瀬棚区本町　　　
②会社役員　　　　
③無所属　　　　　

副 議 長
くま　　 の 　　　ち か ら　　　　　

 熊　野　主　税（63）
①瀬棚区本町　　　
②会社役員　　　　
③無所属　　　　　



３ | 議会だより

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

大　

野　

一　

男

　

副
委
員
長　

平　

澤　
　
　

等

　

委　
　

員　

本　

多　
　
　

浩

　
　

 

〃   　

桝　

田　

道　

廣

　
　

 

〃　

 　

大　

湯　

圓　

郷

産
業
教
育
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

真　

柄　

克　

紀

　

副
委
員
長　

江　

上　

恭　

司

　

委　
　

員　

細　

川　

伸　

男

　
　

 

〃   　

神　

田　

和　

浩

　
　

 

〃　
　

 

石　

原　

広　

務

　
　

 

〃　

 　

熊　

野　

主　

税

議
会
広
報
発
行
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

大　

湯　

圓　

郷

　

副
委
員
長　

石　

原　

広　

務

　

委　
　

員　

神　

田　

和　

浩

　
　

 

〃   　

本　

多　
　
　

浩

　
　

 

〃　

 　

桝　

田　

道　

廣

　
　

 
〃   　

熊　

野　

主　

税

議
会
運
営
委
員
会

　

委 

員 

長　

本　

多　
　
　

浩

　

副
委
員
長　

細　

川　

伸　

男

　

委　
　

員　

桝　

田　

道　

廣

　
　

 

〃　

 　

大　

湯　

圓　

郷

　
　

 

〃　
　

 

真　

柄　

克　

紀

　
　

 

〃　
　

 

大　

野　

一　

男

檜
山
広
域
行
政
組
合
議
会

　

議　
　

員　

桝　

田　

道　

廣

　
　

 

〃   　

大　

湯　

圓　

郷

北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会

　

議　
　

員　

神　

田　

和　

浩

　
　

 

〃   　

江　

上　

恭　

司

　
　

 

〃 　
　

真　

柄　

克　

紀

せ
た
な
町
議
会
の
構
成

ほんだ　　　　ひろむ　　　

 本多　　浩（63）
①北檜山区共和　
②農業　　　　　
③無所属　　　　

まがら　　 かつのり 　　　

 真柄　克紀（63）
①北檜山区北檜山
②会社役員　　　
③無所属　　　　

えがみ　　 きょうじ 　　　

 江上　恭司（66）
①北檜山区徳島　
②農業　　　　　
③共産党　　　　

おおゆ　　 みちさと 　　　

 大湯　圓郷（67）
①北檜山区北檜山
②会社役員　　　
③無所属　　　　

かんだ　　 かずひろ 　　　

 神田　和浩（45）
①瀬棚区本町　　
②自営業　　　　
③無所属　　　　

ますた　　 みちひろ 　　　

 桝田　道廣（57）
①大成区都　　　
②布教師　　　　
③無所属　　　　

おおの　　　かずお　　　　

 大野　一男（62）
①大成区都　　　
②会社役員　　　
③無所属　　　　

いしはら　　 ひろむ 　　　　

 石原　広務（53）
①大成区都　　　
②自営業　　　　
③無所属　　　　

ひらさわ　　　 ひとし 　　　

 平澤　　等（63）
①北檜山区東丹羽
②農業　　　　　
③無所属　　　　

ほそかわ　　 のぶお 　　　　

 細川　伸男（64）
①北檜山区北檜山
②会社役員　　　
③無所属　　　　



◎
一
般
会
計
予
算

 

賛
成
討
論  

平
澤　
　

等
議
員　

　

前
年
対
比
２
・
１
％
、
１
億
８

８
６
８
万
円
増
の
総
額
90
億
８
０

５
９
万
５
千
円
は
、
10
年
前
の
合

併
時
、
義
務
的
経
費
の
負
担
割
合

が
高
く
、
一
時
、
財
政
非
常
事
態

宣
言
の
発
布
等
、
財
政
健
全
化
に

向
け
て
町
理
事
者
、
全
町
民
が
一

体
と
な
っ
て
、
努
力
し
て
来
た
成

果
が
今
日
に
現
わ
れ
て
い
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
合
併
10
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
様
々
な
記
念
行
事
が

企
画
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
懸
案

だ
っ
た
町
民
プ
ー
ル
や
瀬
棚
区
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
改
築
に
向
け
た

基
本
設
計
予
算
設
定
や
、
魅
力
的

な
店
舗
づ
く
り
対
策
、
さ
ら
に
瀬

棚
、
大
成
総
合
支
所
の
改
修
整
備

や
統
合
消
防
庁
舎
の
建
設
、
学
校

に
お
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
実
施

な
ど
盛
沢
山
の
事
業
で
す
。

　

町
理
事
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
行
財
政
改
革
に
努
力
さ

れ
、
健
全
財
政
を
維
持
さ
れ
る
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
町
民
の
生
活
、

福
祉
向
上
に
向
け
た
対
策
に
鋭
意

努
力
さ
れ
る
事
を
期
待
し
て
、
賛

成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

　

   

◎
合
併
10
周
年
記
念
事
業

　

記
念
式
典
や
町
民
提
案
事
業
、

町
３
大
イ
ベ
ン
ト
等
の
合
併
10
周

年
記
念
事
業
、
記
念
誌
の
作
成
等

を
実
施
し
ま
す
。

◎
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
事
業

　

町
内
の
商
工
業
者
が
販
売
促
進

や
環
境
整
備
を
図
る
た
め
の
設
備

投
資
や
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
て

開
業
を
計
画
し
て
い
る
方
に
対
し

て
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◎
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
事
業

　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
よ

り
デ
ー
タ
を
管
理
し
、
学
校
間
で

の
相
互
共
有
を
図
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
ネ
ッ
ク
で
あ
っ
た
コ
ン
テ
ン

ツ
が
な
い
と
い
う
点
の
解
消
、
併

せ
て
校
内
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
、
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
化
を
図
る
等
の
環
境
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　

情
報
通
信
技
術
の
略
で
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
特

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
に
関
す
る

技
術
。

　平成 27 年第１回定例会が３月
４日～ 13 日にわたって開かれま
した。
　新年度予算や補正予算、条例の
改正等の議案 56 件を審議し、す
べて全会一致で原案のとおり可
決しました。
　審議された議案のあらましに
ついては、次のとおりです。

平成 27 年度予算 平成 26 年度予算 前　　年　　比

一 般 会 計 90 億 8059 万 5 千円 88 億 9191 万 5 千円 1 億 8868 万円 増

特
　
　 

別
　
　 

会
　
　 

計

国 民 健 康 保 険 事 業 19 億 4047 万 9 千円 17 億 4736 万 5 千円 1 億 9311 万 4 千円 増

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 3392 万円 1 億 4241 万 9 千円 849 万 9 千円 減

介 護 保 険 事 業 10 億 6006 万 1 千円 10 億 3721 万 5 千円 2284 万 6 千円 増

介 護 サ ー ビ ス 事 業 4151 万 1 千円 4138 万円 13 万 1 千円 増

簡 易 水 道 事 業 5 億 7819 万 7 千円 2 億 8029 万 9 千円 2 億 9789 万 8 千円 増

営 農 用 水 道 等 事 業 3422 万円 2979 万 9 千円 442 万 1 千円 増

公 共 下 水 道 事 業 7 億 2646 万 7 千円 4 億 7163 万 3 千円 2 億 5483 万 4 千円 増

漁 業 集 落 排 水 事 業 653 万 2 千円 639 万 5 千円 4 万 3 千円 増

風 力 発 電 事 業 5415 万 6 千円 5613 万 6 千円 198 万円 減

病院事業会計（収益的収入及び支出） 13 億 3582 万 2 千円 13 億 2665 万 7 千円 916 万 5 千円 増

病院事業会計（資本的収入及び支出） 5586 万 8 千円 8731 万 8 千円 3145 万円 減

合　　　　　　　　計 150 億 4782 万 8 千円 141 億 1853 万 1 千円 9 億 2929 万 7 千円 増

主

な

事

業
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◎
せ
た
な
町
民
の
日
条
例

　

せ
た
な
町
の
誕
生
10
周
年
を
契

機
に
、
よ
り
豊
か
で
魅
力
あ
る
せ

た
な
町
を
将
来
に
わ
た
っ
て
築
き

上
げ
る
こ
と
を
期
す
る
日
と
し

て
、
町
民
の
日
を
条
例
で
定
め
る

た
め
、本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◎
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
不
服
審
査
法
等
の
改
正
に

伴
い
行
政
指
導
の
中
止
及
び
処
分

等
を
求
め
る
申
出
制
度
が
創
設
さ

れ
た
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

◎
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

　

せ
た
な
町
定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
く
職
員
定
数
の
見
直
し
を
図

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

◎
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立

行
政
法
人
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正

　

特
別
の
事
情
ま
た
は
性
質
に
よ

り
支
給
が
困
難
な
出
張
に
対
し
、

町
長
と
協
議
し
て
定
め
る
旅
費
を

支
給
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
条
例

　

等
の
一
部
改
正

　

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護

の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
っ
て
、
介
護

保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
改

正
後
の
介
護
保
険
法
と
の
整
合
性

を
図
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

◎
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止

　

大
成
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
を
老

朽
化
等
に
よ
り
廃
止
す
る
た
め
、

本
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

◎
国
民
宿
舎
条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
宿
舎
の
宿
泊
施
設
使
用
料

の
上
限
額
を
増
額
し
、
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
拡
大
を
図
る
た
め
に

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

　

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

　

正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
る
条

　

例
の
改
廃

◎
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制

　

定
及
び
児
童
福
祉
法
等
の
一
部

　

改
正
に
よ
る
条
例
制
定
・
改
正

条　　　　例　　　　名 内　　　　　　容

教育長の勤務時間、休暇等及び職務に専念す
る義務の特例に関する条例の一部改正

教育長の勤務時間、休暇等に関する規定を条
例で定める。

特別職報酬等審議会条例等の一部改正
教育長が特別職の身分を有することとなった
ため、条例に規定。

教育委員会教育長の給与等に関する条例の廃止 上記で規定することから廃止。

非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正

教育委員長制度が廃止となることから本条例
に規定。

議会委員会条例の一部改正
教育委員長制度が廃止となることから、整合
性を取るため条例を改正。

条　　　　例　　　　名 内　　　　　　容

制
定

子どものための教育・保育に関する利用
者負担額を定める条例

保育に関する利用者負担額等を定める。

改
　
　
　
正

町立保育所条例の全部改正 保育所の設置目的及び入所の基準等の改正。

学童保育所条例の一部改正 学童保育所の定員数の見直し。

町立北檜山幼稚園条例の一部改正 保育料の額等を規定する。

条

例
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◎
町
立
へ
き
地
保
育
所
条
例
の
一

　

部
改
正

　

入
所
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、

左
図
の
と
お
り
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

◎
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
改
正

　

大
成
診
療
所
の
改
築
整
備
に
伴

い
、
位
置
に
変
更
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公

務
員
の
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
及
び
給
与
法
に
準
じ
て
、
職
員

の
給
料
月
額
並
び
に
管
理
職
員
特

別
勤
務
手
当
の
支
給
要
件
等
を
改

正
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

◎
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
を
改

定
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

　
　

  

◎
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

　

画
の
変
更

　

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
事
業
、

町
民
プ
ー
ル
の
改
築
事
業
を
計
画

に
追
加
す
る
た
め
、
必
要
と
な
る

議
決
を
し
ま
し
た
。

◎
権
利
の
放
棄

　

（
町
営
住
宅
使
用
料
・
水
道
使
用
料
）

　

債
務
者
が
死
亡
、
居
所
不
明
等

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
債
務
の
履

行
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
権

利
を
放
棄
し
ま
し
た
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

（
町
営
牧
場
）

　

町
営
牧
場
の
管
理
及
び
運
営
を

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
、

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

 

・
公
の
施
設
の
名
称

　

せ
た
な
町
営
牧
場

 

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名　

　

称
及
び
所
在
地

　

新
函
館
農
業
協
同
組
合

　

北
斗
市
本
町
１
丁
目
１
番
21
号

 

・
指
定
の
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

（
国
民
宿
舎
あ
わ
び
山
荘
）

　

国
民
宿
舎
あ
わ
び
山
荘
の
管
理

及
び
運
営
を
効
果
的
か
つ
効
率
的

に
行
う
た
め
、
指
定
管
理
者
を
指

定
し
ま
し
た
。

 

・
公
の
施
設
の
名
称

　

国
民
宿
舎
あ
わ
び
山
荘

 

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名

　

称
及
び
所
在
地

　

一
般
財
団
法
人
貝
取
澗
温
泉
公
社

　

大
成
区
貝
取
澗
３
８
８
番
地

・
指
定
の
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

◎
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
杉
荘
の
給

食
業
務
委
託
業
者
と
の
給
食
費
に

つ
い
て
、
訴
え
を
提
起
す
る
に
当

た
り
必
要
と
な
る
議
決
を
求
め
ら

れ
、
議
決
し
ま
し
た
。

平成 26年度補正予算
会　　　　計　　　　名 今 回 補 正 額 補 正 後 の 予 算 額

一 般 会 計 （第 ９ 号） 1 億 41 万 3 千円 93 億 8792 万 3 千円

一 般 会 計 （ 第 １ ０ 号 ） 1418 万 6 千円 94 億 210 万 9 千円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 592 万 1 千円 17 億 6736 万 5 千円

後 期 高 齢 者 医 療 211 万 8 千円 1 億 3581 万 7 千円

介 護 保 険 事 業 △ 154 万 9 千円 10 億 4672 億 7 千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 △ 102 万 3 千円 4055 万 3 千円

簡 易 水 道 事 業 58 万 9 千円 2 億 8817 万 8 千円

営 農 用 水 道 等 事 業 120 万円 3978 万 1 千円

公 共 下 水 道 事 業 △ 1967 万 4 千円 4 億 5014 万 7 千円

漁 業 集 落 排 水 事 業 △ 22 万円 647 万 5 千円

風 力 発 電 事 業 △ 14 万 5 千円 5063 万 3 千円

病院事業会計（収益的収入及び支出） 1310 万 3 千円 13 億 5152 万 2 千円

病院事業会計（資本的収入及び支出） 229 万 5 千円 1 億 1792 万円

名　称
定　　員

改正前　改正後

若　松

保育所
60 人 → 15 人

丹　羽

保育所
60 人 →  0  人

そ

の
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◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　

各
種
事
務
事
業
の
執
行
状
況
に

よ
る
予
算
精
査
の
ほ
か
、
公
共
施

設
整
備
基
金
へ
の
積
み
立
て
、
地

方
創
生
の
た
め
の
地
域
活
性
化
・

地
域
住
民
生
活
等
の
緊
急
支
援
交

付
金
事
業
、
病
院
の
不
採
算
経
費

分
な
ど
に
係
る
病
院
事
業
会
計
へ

の
繰
出
し
、
ひ
や
ま
漁
協
の
経
営

改
善
計
画
に
基
づ
く
漁
業
者
へ
の

経
営
維
持
負
担
金
に
対
す
る
漁
業

経
営
支
援
特
別
対
策
事
業
補
助
金

等
で
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

　

新
規
利
用
者
の
増
に
伴
う
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
、
大
成

診
療
所
改
築
に
係
る
所
内
備
品
購

入
等
に
伴
う
病
院
事
業
会
計
へ
の

繰
出
金
、
職
員
手
当
等
の
増
に
伴

う
檜
山
広
域
行
政
組
合
消
防
署
負

担
金
、
人
事
院
勧
告
の
実
施
等
に

伴
う
職
員
給
与
費
の
精
査
等
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

事
務
費
や
共
同
事
業
拠
出
金
な

ど
の
精
査
の
ほ
か
国
保
病
院
や
診

療
所
の
施
設
運
営
費
等
に
つ
い
て

国
、
道
か
ら
特
別
調
整
交
付
金
と

し
て
受
け
入
れ
た
補
助
金
に
係
る

国
保
病
院
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金

の
追
加
等
で
す
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）

　

事
務
費
の
精
査
の
ほ
か
温
泉
施

設
利
用
料
助
成
事
業
に
係
る
長
寿

健
康
増
進
事
業
特
別
対
策
補
助
金

と
し
て
の
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金

の
追
加
で
す
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
４
号
）

　

保
険
給
付
費
諸
費
で
は
、
各
種

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
や
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
費
の
精
査
、
地
域
支

援
事
業
費
で
は
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

事
業
費
の
精
査
等
で
す
。

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

介
護
予
防
支
援
事
業
費
の
介
護

予
防
プ
ラ
ン
作
成
件
数
減
に
伴
う

委
託
料
の
精
査
等
で
す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
４
号
）

　

各
施
設
の
維
持
管
理
経
費
や
施

設
整
備
事
業
費
の
精
査
の
ほ
か
基

金
へ
の
積
立
金
の
追
加
等
で
す
。

◎
営
農
用
水
道
等
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

各
施
設
の
維
持
管
理
経
費
や
施

設
整
備
事
業
費
の
精
査
の
ほ
か
基

金
へ
の
積
立
金
の
追
加
等
で
す
。

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
４
号
）

　

施
設
の
維
持
管
理
経
費
の
精
査

の
ほ
か
下
水
道
整
備
費
の
精
査
に

よ
る
減
額
で
す
。

◎
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

施
設
の
維
持
管
理
経
費
の
精
査

に
よ
る
減
額
で
す
。

◎
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

　

施
設
の
維
持
管
理
経
費
の
精
査

に
よ
る
減
額
で
す
。

◎
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

（
第
４
号
）

 

・
収
益
的
収
入
及
び
支
出

　

嘱
託
医
師
２
名
分
の
賃
金
、
人

事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
精
査
に

伴
う
追
加
等
で
す
。

 

・
資
本
的
収
入
及
び
支
出

　

訪
問
医
療
用
車
両
の
購
入
、
薬

剤
師
等
を
目
指
す
学
生
へ
の
奨
学

資
金
貸
付
金
の
追
加
、
大
成
診
療

所
改
築
に
伴
う
所
内
備
品
の
購
入

等
に
係
る
経
費
の
追
加
で
す
。

　
　
　

◎
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
定
的
な
事

　

業
継
続
に
対
す
る
支
援
を
求
め

　

る
意
見
書

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
定
し
た
運

用
の
た
め
に
、
次
の
事
項
を
実
施

す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

一
、
医
療
提
供
体
制
推
進
事
業
補

助
金
の
基
準
が
、
事
業
運
営
の
実

態
に
即
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る

か
を
検
証
し
、
算
定
方
法
及
び
基

準
額
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

財
源
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

二
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
全
・
安

定
的
な
事
業
継
続
の
た
め
、
操
縦

士
を
は
じ
め
と
す
る
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
運
航
従
事
者
の
育
成
・
確
保
に

対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

　
　
　

提
出
議
員　

澤
田　

光
子

　
　
　

賛
成
議
員　

大
野　

一
男

　
　
　
　

 

同 　
　

大
湯　

圓
郷

　
　
　
　

 

同 　
　

熊
野　

主
税

◎
農
業
委
員
会
改
革
に
関
し
慎
重

　

な
議
論
を
求
め
る
意
見
書

　

農
業
委
員
会
制
度
組
織
の
あ
り

方
を
見
直
す
に
当
た
り
、
慎
重
か

つ
丁
寧
な
討
論
を
行
う
よ
う
要
請

し
ま
し
た
。

　
　
　

提
出
議
員　

本
多　
　

浩

　
　
　

賛
成
議
員　

細
川　

伸
男

　
　
　
　

 

同 　
　

奧
村
喜
美
男

　
　
　
　

 

同　

 　

平
澤　
　

等

　
　
　
　

 

同　
　

 

石
原　

広
務

　
　
　
　

 

同　
　

 

小
平　
　

久

◎
農
協
関
係
法
制
度
の
見
直
し
に

　

関
す
る
意
見
書

　

農
協
関
係
法
制
度
の
見
直
し
に

当
た
り
、
次
の
４
点
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

一
、
食
料
の
安
定
供
給
、
地
域
の

振
興
を
農
協
法
の
目
的
に
明
確
に

位
置
付
け
し
、
事
業
目
的
の
見
直

し
に
あ
た
っ
て
は
、
協
同
組
合
の

基
本
的
性
格
を
維
持
す
る
こ
と
。

二
、
准
組
合
員
は
農
業
や
地
域
経

済
の
発
展
を
と
も
に
支
え
る
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
り
、
人
口
減
少
へ
の

対
応
や
雇
用
の
創
出
な
ど
「
地
方

補
正
の
主
な
内
容

意

見

書

７ | 議会だより  



創
生
」
の
た
め
に
も
、
准
組
合
員

の
利
用
制
限
は
行
わ
な
い
こ
と
。

三
、
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
の
協
同
組
合

と
し
て
の
事
業
・
組
織
を
制
約
す

る
一
方
的
な
事
業
方
式
、
業
務
執

行
体
制
、
法
人
形
態
の
転
換
等
は

強
制
し
な
い
こ
と
。

四
、
中
央
会
制
度
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
意
志
を
結
集
す

る
機
能
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
代
表

す
る
機
能
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
機
能
（
監
査
機
能
を

含
む
）
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
農
協
法
上
に
位
置
付
け
る
こ
と
。

　
　
　

提
出
議
員　

平
澤　
　

等

　
　
　

賛
成
議
員　

細
川　

伸
男

　
　
　
　

 

同 　
　

奧
村
喜
美
男

　
　
　
　

 

同　

 　

本
多　
　

浩

　
　
　
　

 

同　
　

 

石
原　

広
務

　
　
　
　

 

同　
　

 

小
平　
　

久

◎
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
国
際
貿
易
交
渉

　

に
係
る
意
見
書

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
国
際
貿
易
交
渉

に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
要
請
し

ま
し
た
。

一
、
政
府
は
平
成
25
年
４
月
の
衆

参
両
院
農
林
水
産
委
員
会
に
お
け

る
決
議
「
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
交
渉
参

加
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
」
を
遵

守
し
、
決
議
が
遵
守
で
き
な
い
場

合
は
脱
退
す
る
こ
と
。

二
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
等
の
す
べ

て
の
国
際
貿
易
交
渉
に
お
い
て
、

重
要
品
目
等
の
関
税
等
、
必
要
な

国
境
措
置
を
維
持
す
る
こ
と
。

　
　
　

提
出
議
員　

本
多　
　

浩

　
　
　

賛
成
議
員　

細
川　

伸
男

　
　
　
　

 

同 　
　

奧
村
喜
美
男

　
　
　
　

 

同　

 　

平
澤　
　

等

　
　
　
　

 
同　
　

 

石
原　

広
務

　
　
　
　

 
同　
　

 

小
平　
　

久

◎
農
業
の
発
展
に
必
要
な
生
産
基
盤

　

整
備
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

農
業
農
村
整
備
事
業
の
重
要
性

を
評
価
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

最
大
限
配
慮
す
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

一
、
こ
れ
ま
で
に
計
画
的
に
進
め

ら
れ
て
き
た
実
施
中
の
事
業
や
実

施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
事

業
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
に
建
設
さ

れ
た
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
に

対
応
し
た
計
画
的
な
補
修
や
更
新

に
よ
る
施
設
の
長
寿
命
化
が
円
滑

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
事
業
予
算
を

確
保
す
る
こ
と
。

三
、
土
地
改
良
事
業
や
農
地
中
間

管
理
機
構
を
フ
ル
活
用
し
た
農
地

の
大
区
画
化
の
推
進
、
及
び
農
村

集
落
が
持
っ
て
い
る
共
同
体
機
能

を
生
か
し
た
農
地
、
用
水
、
森
林
、

景
観
、
環
境
な
ど
の
地
域
資
源
の

管
理
を
強
化
す
る
た
め
に
も
必
要

な
事
業
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
　
　

提
出
議
員　

平
澤　
　

等

　
　
　

賛
成
議
員　

細
川　

伸
男

　
　
　
　

 

同 　
　

奧
村
喜
美
男

　
　
　
　

 

同　

 　

本
多　
　

浩

　
　
　
　

 

同　
　

 

石
原　

広
務

　
　
　
　

 

同　
　

 

小
平　
　

久

※
意
見
書
は
、
要
約
し
て
掲
載
し

　

て
い
ま
す
。

※
内
閣
総
理
大
臣
の
ほ
か
、
関
係

　

す
る
大
臣
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら

　
　
　
　
　

自
治
功
労
表
彰
を
受
賞

　

こ
の
ほ
ど
全
国
町
村
議

会
議
長
会
か
ら
細
川
伸
男

議
員
に
対
し
て
自
治
功
労

表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

細
川
議
員
は
、
議
員
と

し
て
15
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
議
会
活
動
を
通
じ
て

議
会
の
使
命
達
成
に
努
め
、

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

表
彰
さ
れ
た
も
の
で
、
第

１
回
定
例
会
の
開
会
に
先

立
ち
、
菅
原
議
長
か
ら
表

彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

議会だより |��８
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質
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

高
齢
者
で
車
の
運
転
が
で
き
ず
、

足
腰
が
弱
く
な
り
買
い
物
等
に
出

か
け
た
く
と
も
出
か
け
ら
れ
な
い
、

そ
う
し
た
日
常
の
生
活
に
苦
労
し

て
い
る
交
通
弱
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
移
動
手
段
と
し
て
自
家
用
車

が
使
え
ず
、
足
の
確
保
等
が
困
難

な
65
歳
以
上
の
人
口
は
２
０
２
５

年
に
全
国
で
５
９
８
万
人
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の
高

齢
化
に
伴
い
交
通
弱
者
が
増
え
て

い
く
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
、

せ
た
な
町
に
お
い
て
も
同
じ
と
考

え
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
交
通
弱
者

対
策
に
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
町
で
最
も
重

要
な
位
置
付
け
と
し
て
、
高
齢
者

の
足
の
確
保
、
ま
た
町
民
が
等
し

く
バ
ス
に
乗
れ
る
よ
う
に
路
線
バ

ス
の
空
白
地
帯
解
消
、
公
共
施
設

へ
の
送
迎
バ
ス
の
一
元
化
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
本
格
的
な
議
論
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
見

解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
あ
り
方
に

　

つ
い
て
様
々
な
角
度
か

　

ら
研
究
・
検
討
す
る

 

答
弁
　
町
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
本
全
国
の
生
活
交
通
は
山
間

部
や
過
疎
地
域
で
存
続
の
危
機
に

瀕
し
て
い
て
、
車
を
運
転
で
き
な

い
高
齢
者
等
の
地
域
住
民
に
と
っ

て
買
い
物
、
通
院
等
に
欠
か
せ
な

い
移
動
手
段
が
な
く
な
り
、
生
活

基
盤
の
危
機
が
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

移
動
手
段
の
確
保
は
日
常
生
活

を
送
る
上
で
大
変
重
要
で
あ
り
、

今
後
さ
ら
に
高
齢
化
や
過
疎
化
が

進
行
す
る
こ
と
を
見
据
え
る
と
、

よ
り
一
層
そ
の
必
要
性
は
高
ま
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
様
々
な
地
域
で
運
行
さ
れ
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入

や
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
に
よ
る

乗
り
降
り
、
路
線
延
長
に
よ
る
街

中
へ
の
乗
り
入
れ
、
デ
マ
ン
ド
型

バ
ス
な
ど
現
在
よ
り
も
利
用
者
の

利
便
性
を
高
め
る
方
法
、
公
共
交

通
空
白
地
域
の
解
消
も
視
野
に
入

れ
た
町
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
本
腰
を
入
れ
て
様
々
な
角

度
か
ら
研
究
・
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
、
関
係
各
課
が
連
携
・

協
議
す
る
公
共
交
通
調
整
会
議
を

設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

地
方
公
共
団
体
が
運
行
に
関
与

し
て
い
る
バ
ス
。

※
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア

　

自
宅
～
目
的
施
設
の
よ
う
に
、

発
着
場
所
に
制
限
が
無
い
形
態
。

※
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス

　

利
用
者
の
需
要
に
対
応
し
て
運

行
す
る
形
態
の
バ
ス
。

 

再
質
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
27
年
２
月
28
日
現
在
の
せ

た
な
町
全
体
で
の
65
歳
以
上
の
人

口
は
３
５
８
０
人
、
40
・
８
％
の

高
齢
化
率
と
い
う
現
状
で
、
何
人

が
車
の
運
転
を
続
け
て
い
け
る
で

し
ょ
う
か
。
自
分
は
運
転
が
で
き

る
と
思
っ
て
い
て
も
、
周
り
か
ら

止
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
今

ま
で
自
分
の
思
う
よ
う
に
出
歩
い

て
い
た
こ
と
が
、
あ
る
日
突
然
出

歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
家
に
閉

じ
こ
も
り
に
な
り
人
と
会
う
こ
と

も
な
い
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
思
わ

ぬ
病
気
も
発
生
す
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
、
町
民
の
高
齢
化
に
対
応
し

た
地
域
の
交
通
の
あ
り
方
を
探
る

た
め
の
本
格
的
な
議
論
が
最
も
必

要
で
す
。
早
急
に
公
共
交
通
の
あ

り
方
を
話
し
合
う
協
議
会
を
立
ち

一 般 質 問

３人の議員から一般質問があり、町長、教育長の考えを問いました。

交
通
弱
者
対
策
は

　

澤　

田　

光　

子　

議
員

患者輸送バス

９ | 議会だより  



上
げ
、
現
状
の
交
通
問
題
の
聞
き

取
り
調
査
等
の
地
道
な
作
業
を
経

て
、
実
証
実
験
、
試
験
運
行
等
を

３
年
、
５
年
と
時
間
を
か
け
、
将

来
を
見
据
え
て
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
進
め
て
い
く
う
え

で
職
員
を
１
人
専
属
で
配
置
す
る

考
え
は
な
い
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　

役
場
内
で
十
分
検
討
し

　

方
向
性
を
決
め
る

 

再
答
弁

　
町
長　
　
　
　
　
　
　

　

町
の
公
共
交
通
は
、
そ
れ
ぞ
れ

役
割
を
持
っ
て
運
行
し
て
い
て
、

運
行
経
路
、
運
行
時
間
、
運
行
頻

度
等
、
複
雑
で
一
朝
一
夕
に
協
議

を
進
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

役
場
内
で
十
分
検
討
を
重
ね
、

方
向
性
を
決
め
て
必
要
に
応
じ
次

の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
道
路
運
送
法

に
基
づ
く
地
域
公
共
交
通
会
議
、

あ
る
い
は
国
土
交
通
省
の
補
助
を

受
け
る
た
め
の
地
域
公
共
交
通
確

保
維
持
改
善
協
議
会
と
い
っ
た
組

織
を
設
置
す
る
考
え
で
す
。

　

な
お
、
法
定
協
議
会
の
構
成
は

地
域
住
民
・
利
用
者
を
代
表
す
る

町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
代
表
者
を
は
じ
め
北
海
道
運
輸

局
函
館
運
輸
支
局
、
檜
山
振
興
局
、

バ
ス
事
業
者
等
に
役
場
関
係
課
が

加
わ
っ
て
組
織
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

財
政
が
厳
し
い
状
況
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
等
の
足
の

確
保
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

 

質
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

６
次
産
業
化
は
農
林
水
産
物
の

生
産
か
ら
加
工
販
売
ま
で
手
掛
け
、

地
域
の
特
産
品
に
付
加
価
値
を
つ

け
て
農
林
水
産
業
者
の
所
得
改
善

を
図
り
、
更
に
観
光
客
集
客
や
関

連
産
業
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
一
環
と
し
て
本

年
度
か
ら
農
林
水
産
業
の
成
長
産

業
化
と
し
て
６
次
産
業
の
市
場
規

模
10
兆
円
、
就
労
者
数
５
万
人
創

出
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
林
水
産
業
者
が
主
体

と
な
っ
て
６
次
産
業
化
に
取
り
組

め
る
よ
う
６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
活
動
交
付
金
な
ど
多
様
な
支

援
施
策
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

せ
た
な
町
は
農
林
漁
業
を
基
幹

産
業
と
位
置
付
け
、
様
々
な
振
興

策
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
国
の
６
次
産
業
化
事
業

推
進
へ
の
積
極
的
な
支
援
策
を
背

景
に
、
当
町
も
産
官
学
連
携
の
も

と
６
次
産
業
化
を
推
し
進
め
、
さ

ら
な
る
成
長
産
業
化
を
図
り
、
せ

た
な
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
町
の
姿
勢
・
展
望
に
つ
い

て
、
町
長
に
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　　

意
欲
あ
る
農
漁
業
者
を

　

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

 

答
弁

　
町
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

６
次
産
業
化
は
、
農
林
漁
村
の

所
得
や
雇
用
の
増
大
、
地
域
活
力

の
向
上
を
図
る
上
で
有
効
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
農
業
者
が

自
ら
生
産
し
た
農
畜
産
物
に
付
加

価
値
を
付
け
る
た
め
の
加
工
施
設

で
あ
る
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

瀬
棚
農
畜
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
販
売
す
る
た
め
の
ふ
れ
あ

い
市
場
を
設
置
し
、
６
次
産
業
化

に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
は
、
農
山
漁
村
の

所
得
や
雇
用
の
増
大
、
地
域
活
力

の
向
上
を
図
る
上
で
有
効
な
こ
と

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
状
の
農

漁
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
で
は
厳

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
漁
業
者
は
流
通
や
小

売
り
に
関
し
て
素
人
で
あ
る
た
め
、

６
次
産
業
に
よ
り
加
工
販
売
を
行

い
利
益
を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い

と
推
測
さ
れ
、
い
か
に
し
て
他
の

商
品
と
差
別
化
し
、
付
加
価
値
を

高
め
た
商
品
を
提
供
で
き
る
か
、

ど
の
よ
う
に
商
品
の
存
在
を
消
費

者
に
伝
え
る
か
な
ど
課
題
も
多
い

の
が
現
状
で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
策
定
し
た
農
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
農
業
者
の
９
割
が
取

り
組
む
予
定
は
な
い
と
回
答
し
て

い
ま
す
が
、
町
内
に
は
既
に
約
16

の
農
漁
業
の
法
人
等
が
意
欲
を
持

っ
て
６
次
産
業
に
取
り
組
ん
で
い

て
、
さ
ら
に
複
数
の
法
人
等
か
ら

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
６
次
産
業
化
に
取
り

組
む
意
欲
の
あ
る
農
漁
業
者
に
対

し
て
は
、
国
の
補
助
制
度
な
ど
の

情
報
提
供
や
調
整
役
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

再
質
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

当
町
に
お
い
て
６
次
産
業
化
の

推
進
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
が
、
約
16
の
団
体
の

取
り
組
み
が
あ
り
、
さ
ら
に
意
欲

あ
る
団
体
も
あ
る
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　

国
は
、
６
次
産
業
化
推
進
を
農

林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け

た
重
要
施
策
に
位
置
付
け
、
６
次

産
業
化
推
進
に
よ
る
人
口
減
少
の

克
服
や
地
域
の
活
性
化
を
、
地
方

創
生
の
起
爆
剤
と
し
て
大
変
注
目

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
意
欲
あ
る
農
林
漁
業
者

６
次
産
業
化
の
見
通
し
は

　
　
　

大　

野　

一　

男　

議
員

議会だより |�� 10



が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
多
様

な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
せ
た
な
町
は
受
動
的
で
は

な
く
能
動
的
に
こ
う
し
た
支
援
策

の
活
用
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
思

い
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
交
付
金
の
概
要
に
は
、
市
町
村

段
階
・
行
政
・
農
林
漁
業
・
商
工

金
融
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す

る
６
次
産
業
化
・
地
産
地
消
推
進

協
議
会
等
を
策
定
し
、
そ
の
方
針

に
沿
っ
て
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
６

次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
く
と
あ
り
ま
す
。

　

町
も
こ
う
し
た
こ
と
を
見
据
え

て
準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

取
り
組
み
が
拡
大
す
る

　

よ
う
支
援
を
し
て
い
く

 

再
答
弁
　
町
長
　　
　
　
　
　
　
　

　

現
状
の
取
り
組
み
実
態
を
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
更
に
拡
大
が
図

ら
れ
る
よ
う
様
々
な
形
で
支
援
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
し
た

６
次
産
業
化
拠
点
施
設
構
想
策
定

事
業
で
す
が
、
せ
た
な
町
の
現
状

及
び
地
域
資
源
調
査
と
し
て
観
光

入
込
動
向
・
周
辺
交
通
量
な
ど
の

把
握
、
農
産
品
や
水
産
品
・
加
工

品
・
特
産
品
や
観
光
資
源
・
人
的

資
源
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

次
に
既
存
施
設
の
役
割
分
担
や

連
携
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
。

ま
た
、
施
設
の
運
営
主
体
・
運
営

方
策
を
検
討
し
雇
用
の
創
出
な
ど

地
域
活
性
化
に
向
け
生
産
か
ら
加

工
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
ま
で
を
一
定

的
に
展
開
す
る
６
次
産
業
化
方
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

さ
ら
に
、
施
設
に
求
め
ら
れ
て

い
る
機
能
や
施
設
の
内
容
・
規
模

を
整
理
し
、
適
当
と
考
え
ら
れ
る

地
区
に
お
け
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
施

設
配
置
案
・
収
支
計
画
案
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
ま
た
、
農
協
・
漁

協
・
商
工
会
・
観
光
協
会
な
ど
の

関
連
団
体
や
町
民
、
生
産
者
と
の

意
見
交
換
を
行
い
、
せ
た
な
町
に

最
も
適
し
た
整
備
基
本
構
想
を
取

り
ま
と
め
ま
す
。

　

優
れ
た
加
工
品
、
売
れ
る
商
品

づ
く
り
な
ど
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
様
々
な
角
度
か
ら
、

も
ち
ろ
ん
国
の
様
々
な
支
援
策
も

含
め
て
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
制
度

　

改
革
に
つ
い
て
の

　

所
見
は

 
質
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

教
育
委
員
会
制
度
が
59
年
ぶ
り

に
抜
本
改
革
さ
れ
、
教
育
行
政
に

お
け
る
責
任
体
制
の
明
確
化
・
教

育
委
員
会
の
審
議
の
活
性
化
・
迅

速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
・
地

域
の
民
意
を
代
表
す
る
首
長
と
の

連
携
強
化
・
い
じ
め
に
よ
る
自
殺

等
が
起
き
た
後
に
お
い
て
も
、
再

発
防
止
の
た
め
に
国
が
教
育
委
員

会
に
指
示
で
き
る
こ
と
の
明
確
化
・

等
が
図
ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

改
正
の
要
点
は
、
教
育
委
員
長

と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
新
「
教

育
長
」
の
設
置
。
教
育
長
へ
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
と
会
議
の
透

明
化
。
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体

に
「
総
合
教
育
会
議
」
を
設
置
・

教
育
に
関
す
る
「
大
綱
」
を
首
長

が
策
定
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

今
回
の
改
正
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
は
、
首
長
の
教
育
行
政
へ
の
一

定
の
関
与
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
教
育

の
政
治
的
中
立
性
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
保
ち
、
そ
の
慎
重
な
運
営
が

よ
り
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
長
・
教
育
長
に
、
今
回
の
教

育
委
員
会
制
度
改
革
に
つ
い
て
、

改
め
て
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

政
治
的
中
立
性
は
保
た

　

れ
る

 

答
弁
　
町
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
の
教
育
委
員
会
制
度
の
改

正
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の

３
点
で
す
。

一
、
教
育
長
を
教
育
委
員
会
の
ト

ッ
プ
と
し
、
教
育
行
政
の
責
任
者

と
し
て
の
教
育
長
の
立
場
を
明
確

に
し
た
こ
と
。

二
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一

本
化
し
た
新
教
育
長
を
議
会
の
同

意
を
得
て
、
首
長
が
任
命
す
る
仕

組
み
と
し
た
こ
と
。

三
、
児
童
生
徒
の
生
命
・
身
体
の

保
護
な
ど
緊
急
時
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
、
首
長
の
責
務
が
明
確
に

さ
れ
た
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
改
正
に
つ
い
て
、
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
政
治
的
中
立
性
の

確
保
で
す
が
、
４
月
か
ら
町
長
、

教
育
長
、
教
育
委
員
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
総
合
教
育
会
議
を
設
置
し
、

学
校
や
社
会
教
育
な
ど
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
伺
い
、
教
育
委
員

会
と
十
分
に
連
携
を
図
り
、
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　

大
綱
の
策
定
は
、
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
関
す
る
大
綱
を

策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

新
た
な
教
育
推
進
計
画
が
本
年
１

月
に
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
せ
た
な
町
の
教
育
を
進
め
る

た
め
の
重
点
施
策
等
が
盛
り
込
ま

れ
た
計
画
で
す
の
で
、
教
育
委
員

会
の
意
見
を
尊
重
し
て
、
こ
の
教

育
推
進
計
画
を
大
綱
と
し
て
取
り

計
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

制
度
改
正
後
も
教
育
委
員
会
は
、

11 | 議会だより  

６
次
産
業
化

漁獲･収穫

1 次産業
加 工

２次産業
販売･流通

３次産業

＋　　＋　  ＝



自
治
法
上
の
執
行
機
関
と
し
て
の

位
置
付
け
や
教
育
委
員
会
と
し
て

の
職
務
権
限
は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
政
治
的
中
立
性
は
保
た
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

答
弁

　
教
育
長　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
の
制
度
改
正
に
お
い
て
、

教
育
委
員
会
を
代
表
す
る
教
育
委

員
長
と
事
務
局
を
統
括
す
る
教
育

長
を
一
本
化
し
た
、
新
教
育
長
を

置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
任
期

は
現
行
の
４
年
か
ら
３
年
に
変
わ

り
ま
す
が
、
こ
の
４
月
１
日
以
降

に
任
期
満
了
す
る
教
育
長
に
つ
い

て
は
経
過
措
置
と
し
て
在
任
中
は

旧
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
改
正
に
よ
り
教
育
委

員
会
に
お
け
る
責
任
の
所
在
が
不

明
確
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
課
題

が
解
消
さ
れ
、
教
育
行
政
の
最
終

責
任
者
が
新
教
育
長
に
一
本
化
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
教
育
委
員
へ

の
迅
速
な
情
報
提
供
や
会
議
の
招

集
が
可
能
と
な
り
、
緊
急
時
に
早

期
の
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
一
定
の
評
価
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
行
政
の
責
任
者
と

し
て
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

総
合
教
育
会
議
で
す
が
、
会
議

を
通
し
て
町
長
に
学
校
の
様
子
や

社
会
教
育
の
実
情
な
ど
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
町
長
の
意
見

を
伺
っ
た
り
、
教
育
施
策
の
協
議

が
い
い
形
で
で
き
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

会
議
の
透
明
性
を
図
る
た
め
に

会
議
録
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会
に
お
い

て
は
既
に
会
議
録
の
作
成
・
公
開

を
し
て
る
の
で
、
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
も
同
様
の
扱
い
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
の
権
限
組
織
な
ど

で
す
が
、
今
回
の
改
正
に
お
い
て

も
、
地
方
自
治
法
上
の
執
行
機
関

と
し
て
の
位
置
付
け
、
教
育
委
員

会
の
職
務
権
限
は
変
更
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
町
長
の

意
見
は
尊
重
し
ま
す
が
、
最
終
的

に
は
教
育
委
員
会
で
決
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
政
治
的
中

立
性
は
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

執
行
機
関
と
し
て
の
教
育
委
員

会
の
機
能
は
そ
の
ま
ま
残
り
ま
す

の
で
、
町
長
や
町
長
部
局
と
の
連

携
を
十
分
に
図
り
な
が
ら
、
教
育

委
員
の
皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
と
意

見
調
整
を
行
っ
て
教
育
行
政
の
執

行
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　 

質
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
ち
づ
く
り
計
画
調
査
特
別
委

員
会
で
は
平
成
28
年
４
月
に
新
消

防
庁
舎
を
北
檜
山
区
豊
岡
に
移
転
。

瀬
棚
総
合
支
所
増
改
築
後
瀬
棚
分

遣
所
と
す
る
。
救
急
車
の
配
備
は

し
な
い
。
職
員
は
日
中
２
人
、
夜

間
は
1
人
を
配
備
、
夜
間
の
職
員

は
本
所
か
ら
救
急
車
が
来
る
ま
で

の
間
、
指
令
車
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
機
材

を
積
込
み
出
動
、
応
急
的
な
措
置

を
図
る
。
と
の
ま
ち
の
方
針
に
対

し
て
、「
少
数
意
見
の
留
保
」
を

し
た
経
緯
が
有
り
ま
す
が
、
26
年

度
に
開
催
の
瀬
棚
区
町
内
会
等
の

要
望
事
項
で
あ
る
救
急
車
配
備
に

つ
い
て
は
、
職
員
が
急
激
に
減
ら

な
い
事
、
瀬
棚
区
の
人
口
を
考
慮

し
対
応
出
来
る
範
囲
で
、
日
中
だ

け
で
も
瀬
棚
区
に
救
急
車
の
配
備

を
検
討
す
る
。
と
回
答
し
て
い
ま

す
が
具
体
的
な
配
備
計
画
を
お
示

し
い
た
だ
き
た
い
。

　

平
日
の
日
中
に
限
り

　

救
急
車
を
配
置
す
る

 

答
弁
　
町
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

瀬
棚
区
で
開
催
さ
れ
た
町
長
と

町
内
会
長
と
の
懇
談
会
で
、
救
急

車
配
備
に
強
い
要
望
が
２
年
続
け

て
あ
り
、
現
人
員
の
中
で
統
合
の

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
な

が
ら
救
急
車
の
配
備
が
出
来
な
い

か
検
討
を
指
示
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
、
熊
野
議
員
か

ら
昼
間
３
人
ワ
ン
ク
ル
ー
配
置
と

い
う
提
案
が
あ
り
、
分
遣
所
に
は

日
中
２
人
を
配
置
す
る
予
定
で
し

た
の
で
、
あ
と
１
人
配
置
す
る
と

救
急
体
制
が
と
れ
る
こ
と
か
ら
、

消
防
職
員
が
急
激
に
減
ら
な
い
こ

と
や
瀬
棚
区
の
人
口
な
ど
も
考
慮

し
、
平
日
の
昼
間
だ
け
で
も
救
急

車
を
置
く
こ
と
が
出
来
な
い
か
検

討
し
た
結
果
、
署
員
数
が
24
人
で

瀬
棚
分
遣
所
と
本
署
に
救
急
車
を

１
台
ず
つ
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
23
人
以
下
と
な
っ
た

場
合
は
、
物
理
上
不
可
能
で
、
平

成
30
年
度
に
は
23
人
に
な
る
と
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年

度
、
29
年
度
の
２
年
間
は
、
瀬
棚

分
遣
所
に
も
平
日
の
日
中
に
限
り

救
急
車
を
配
置
し
ま
す
。

 

再
質
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
ち
づ
く
り
計
画
調
査
特
別
委

員
会
で
は
、
救
急
車
の
配
備
は
し

な
い
と
い
う
ま
ち
の
提
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
長
の
答

弁
で
す
と
２
年
間
は
救
急
車
の
配

備
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
瀬
棚

区
民
の
不
安
の
声
が
届
い
た
も
の

と
一
安
心
し
ま
し
た
。

　

23
名
体
制
は
当
初
33
年
の
予
定

で
な
だ
ら
か
に
減
少
す
る
は
ず
で

し
た
か
ら
、
大
分
前
倒
し
で
減
っ

て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。

　

消
防
職
員
は
、
職
務
柄
、
大
変

瀬
棚
区
の
救
急
車
配
備
は

熊　

野　

主　
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な
ス
ト
レ
ス
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

受
け
て
い
ま
す
。
23
名
体
制
で
は

救
急
車
１
台
出
動
す
る
と
、
非
番

の
職
員
を
召
集
し
待
機
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
、
非
番
公
休
時
で
も
、

い
つ
召
集
さ
れ
る
か
と
い
う
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
署
員
の
人
数
に
つ
い
て
は

、
瀬
棚
消
防
署
と
北
檜
山
消
防
署

が
統
合
す
る
と
い
う
経
験
が
な
い

こ
と
で
あ
り
、
２
年
間
で
明
ら
か

に
な
る
い
ろ
ん
な
問
題
を
踏
ま
え

て
、
そ
の
と
き
に
ど
う
し
た
ら
瀬

棚
区
に
救
急
車
の
配
備
が
で
き
る

か
と
い
う
観
点
か
ら
議
論
し
進
め

て
い
だ
き
た
い
。

　

統
合
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

　

生
か
す

 

再
答
弁
　
町
長　
　
　
　
　
　
　

　

消
防
業
務
は
、
救
急
出
動
だ
け

で
は
な
く
、
予
防
業
務
・
啓
蒙
業

務
・
消
防
水
利
の
消
火
栓
等
の
管

理
・
応
急
手
当
普
及
講
習
会
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
あ
り
、
現
状

で
は
か
な
り
窮
屈
な
人
員
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

統
合
に
よ
る
効
率
的
な
署
員
の

配
置
に
よ
り
、
24
名
体
制
ま
で
瀬

棚
区
の
救
急
は
可
能
と
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
ほ
か
の
業
務
を
考
え

る
と
非
常
に
厳
し
い
状
態
で
す
が
、

急
激
に
救
急
車
の
配
置
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
は
、
町
民
、
区
民
の

不
安
も
残
る
こ
と
か
ら
、
何
と
し

て
も
配
置
で
き
る
様
に
無
理
を
承

知
で
消
防
に
は
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
。

　

新
体
制
で
の
対
応
は
、
万
全
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
統
合
に

よ
り
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
負
託

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
車
両
も
現

在
減
ら
さ
ず
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
課
題
が
出
て
き
た

際
に
は
、
そ
の
時
点
で
皆
さ
ん
方

の
ご
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

 

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

第
1
回

一
、
調
査
年
月
日

　
　
　
　
　

平
成
27
年
２
月
20
日

二
、
調
査
項
目

(1)
総
務
課
所
管

 

・
せ
た
な
町
民
の
日
の
制
定
に
つ

　

　
い
て

 

・
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定

　
に
つ
い
て

 
・
せ
た
な
町
行
政
手
続
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

(2)
町
民
児
童
課
所
管

 

・
せ
た
な
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

　
援
事
業
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

 

・
せ
た
な
町
子
ど
も
の
た
め
の
教

　
育
・
保
育
に
関
す
る
利
用
者
負

　
担
額
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て

 

・
せ
た
な
町
立
保
育
所
条
例
の
全

　
部
改
正
に
つ
い
て

 

・
せ
た
な
町
立
へ
き
地
保
育
所
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

 

・
せ
た
な
町
学
童
保
育
所
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

 

・
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
つ
い

　
て

(3)
保
健
福
祉
課
所
管

 

・
せ
た
な
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

　
画
及
び
第
６
期
介
護
保
険
事
業

　
計
画
に
つ
い
て

 

・
第
４
期
せ
た
な
町
障
が
い
福
祉

　
計
画
に
つ
い
て

 

・
せ
た
な
町
介
護
保
険
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

・
せ
た
な
町
瀬
棚
養
護
老
人
ホ
ー
　
　
　
　

　
ム
三
杉
荘
の
改
築
整
備
に
つ
い

　
て

三
、
調
査
結
果

(1)
総
務
課
所
管

　

町
民
の
日
創
設
の
根
拠
や
開
催

を
予
定
し
て
い
る
行
事
等
の
概
要
、

人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
の
給
与

の
改
定
の
概
要
、
行
政
不
服
審
査

法
等
の
改
正
に
よ
る
行
政
手
続
条

例
の
一
部
改
正
の
概
要
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

(2)
町
民
児
童
課
所
管

　

せ
た
な
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
概
要
、
子
ど
も
・

子
育
支
援
法
制
定
及
び
児
童
福
祉

法
の
改
正
に
よ
り
制
定
・
改
正
さ

れ
る
条
例
の
概
要
、
丹
羽
へ
き
地

保
育
所
を
閉
所
す
る
た
め
の
条
例

改
正
の
概
要
、
認
定
こ
ど
も
園
に

関
す
る
事
業
計
画
の
概
要
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

(3)
保
健
福
祉
課
所
管

　

せ
た
な
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
及
び
第
６
期
介
護
保
険
事
業
の

概
要
、
第
４
期
せ
た
な
町
障
が
い

福
祉
計
画
に
つ
い
て
、
瀬
棚
養
護

老
人
ホ
ー
ム
三
杉
荘
改
築
整
備
の

概
要
や
、
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

 

産
業
教
育
常
任
委
員
会

第
1
回

一
、
調
査
年
月
日

　
　
　
　
　

平
成
27
年
１
月
23
日

二
、
調
査
項
目

(1)
産
業
振
興
課
所
管

 

・
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
の
運

　
営
に
つ
い
て

(2)
大
成
総
合
支
所
産
業
建
設
課
所
管

せたな消防署瀬棚支署

委

員

会

レ

ポ

ー

ト
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・
国
民
宿
舎
「
あ
わ
び
山
荘
」
の

　
運
営
に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

　

温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
、
国

民
宿
舎
「
あ
わ
び
山
荘
」
の
平
成

26
年
度
の
収
支
決
算
見
込
み
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

第
２
回

一
、
調
査
年
月
日

　
　
　
　
　

平
成
27
年
２
月
12
日

二
、
調
査
項
目

(1)
産
業
振
興
課
所
管

 

・
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
の
運

　
営
に
つ
い
て

(2)
大
成
総
合
支
所
産
業
建
設
課
所

　

管

 

・
国
民
宿
舎
「
あ
わ
び
山
荘
」
の

　
運
営
に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

　

温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
の
指

定
管
理
者
の
公
募
に
関
す
る
資
料

の
提
出
を
求
め
調
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や

ま
に
係
る
八
雲
保
健
所
の
改
善
指

導
に
つ
い
て
町
か
ら
報
告
を
受
け
、

調
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

第
３
回

一
、
調
査
年
月
日

　
　
　
　
　

平
成
27
年
２
月
23
日

二
、
調
査
項
目

(1)
教
育
委
員
会
所
管

 

・
教
育
委
員
会
制
度
改
革
に
つ
い
て

 

・
せ
た
な
町
教
育
推
進
計
画
に
つ

　
い
て

 

・
幼
稚
園
保
育
料
に
つ
い
て

(2)
建
設
水
道
課
所
管

 

・
国
有
地
の
取
得
に
つ
い
て

 

・
町
営
住
宅
使
用
料
に
係
る
権
利

　
の
放
棄
に
つ
い
て

 

・
水
道
使
用
料
に
係
る
権
利
の
放

　
棄
に
つ
い
て

(3)
産
業
振
興
課
及
び
大
成
総
合
支

　

所
産
業
建
設
課
所
管

 

・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の

　
た
め
の
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

 

　（
３
月
補
正
予
算
関
連
）

 

・
平
成
26
年
度
ナ
マ
コ
栽
培
事
業

　
に
つ
い
て

 

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　 

（
せ
た
な
町
営
牧
場
）

 

・
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
に
係

　
る
八
雲
保
健
所
の
改
善
指
導
に

　
つ
い
て

 

・
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
の
運

　
営
に
つ
い
て

 

・
国
民
宿
舎
「
あ
わ
び
山
荘
」
の

　
運
営
に
つ
い
て

 

・
漁
業
の
経
営
支
援
特
別
対
策
事

　

　
業(

追
加)

三
、
調
査
結
果

(1)
教
育
委
員
会
所
管

　

教
育
委
員
会
制
度
改
革
の
概
要
、

平
成
27
年
度
か
ら
の
教
育
推
進
計

画
、
幼
稚
園
保
育
料
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

(2)
建
設
水
道
課
所
管

　

風
車
建
設
事
業
に
伴
い
取
得
す

る
国
有
地
の
位
置
、
面
積
等
に
つ

い
て
、
町
営
住
宅
使
用
料
・
水
道

使
用
料
の
権
利
の
放
棄
を
す
る
理

由
、
件
数
や
金
額
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

(3)
産
業
振
興
課
及
び
大
成
総
合
支

　

所
産
業
建
設
課
所
管

　

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の

た
め
の
交
付
金
事
業
に
よ
っ
て
実

施
す
る
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
、
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
事
業
、

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業
、

密
漁
監
視
カ
メ
ラ
導
入
事
業
の
概

要
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
の
ナ

マ
コ
栽
培
事
業
の
生
産
結
果
、
魚

病
に
よ
る
大
量
斃
死
が
発
生
し
た

こ
と
対
す
る
次
年
度
に
向
け
た
対

策
に
つ
い
て
、
漁
業
の
経
営
支
援

特
別
対
策
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、

せ
た
な
町
営
牧
場
の
指
定
管
理
者

の
選
定
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

第
４
回

一
、
調
査
年
月
日

　
　
　
　
　

平
成
27
年
２
月
28
日

二
、
調
査
項
目

(1)
大
成
総
合
支
所
産
業
建
設
課
所
管

 

・
国
民
宿
舎
「
あ
わ
び
山
荘
」
の

　
運
営
に
つ
い
て

(2)
産
業
振
興
課
所
管

 

・
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
に
係

　
る
八
雲
保
健
所
の
改
善
指
導
に

　

　
つ
い
て

 

・
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
の
運

　
営
に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

　

国
民
宿
舎
あ
わ
び
山
荘
の
運
営

に
つ
い
て
、
提
出
さ
れ
た
資
料
を

基
に
調
査
し
ま
し
た
。

　
第
５
回

一
、
調
査
年
月
日

　
　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
９
日

二
、
調
査
項
目

 

・
常
任
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

　

本
常
任
委
員
会
の
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

第
６ 

・ 

７
回

一
、
調
査
年
月
日

　
　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
23
日

　
　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
27
日

二
、
調
査
項
目

(1)
産
業
振
興
課
所
管

 

・
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
に
係

　
る
八
雲
保
健
所
の
改
善
指
導
に

　
つ
い
て

 

・
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
の
運

　
営
に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

　

温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
に
係

る
八
雲
保
健
所
の
改
善
指
導
に
対

す
る
町
・
北
檜
山
観
光
振
興
公
社

の
対
応
に
つ
い
て
、
温
泉
ホ
テ
ル

き
た
ひ
や
ま
の
運
営
に
係
る
資
料

や
町
の
考
え
方
等
を
調
査
し
、
第

２
回
臨
時
会
で
議
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

 

議
会
広
報
発
行
常
任
委
員
会

第
1
回

一
、
調
査
年
月
日

　
　
　
　
　

平
成
27
年
１
月
29
日

二
、
調
査
項
目

 

・
議
会
だ
よ
り
39
号
の
ゲ
ラ
編
集

　
に
つ
い
て

議会だより |�� 14



 
社
会
福
祉
事
業
に
対
す
る

 

信
頼
回
復
に
関
す
る
調
査

 

特

別

委

員

会

一
、
調
査
事
件

 

・
せ
た
な
町
社
会
福
祉
協
議
会
及

　
び
社
会
福
祉
事
業
の
信
頼
回
復

　
に
つ
い
て

二
、
調
査
経
過

　

本
件
は
、
平
成
26
年
９
月
17
日

開
催
の
第
１
回
社
会
福
祉
事
業
に

対
す
る
信
頼
回
復
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
、

４
回
の
調
査
を
行
い
、
平
成
27
年

３
月
４
日
に
議
長
へ
調
査
報
告
を

し
ま
し
た
。

三
、
調
査
結
果

(1)
事
件
の
概
要

　

せ
た
な
町
社
会
福
祉
協
議
会
元

職
員
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成

25
年
度
ま
で
の
６
年
間
に
わ
た
り
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
愛
情

銀
行
を
不
正
に
経
理
し
着
服
を
重

ね
て
い
た
。
着
服
被
害
金
額
は

７
２
８
万
４
７
４
２
円
と
多
額
で

あ
る
。

(2)
事
件
発
生
の
原
因

　

第
１
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
と
し
て
の
自
覚
や
倫
理
観
の

欠
如
が
、
直
接
の
原
因
と
な
っ
て

事
件
を
発
生
さ
せ
た
。

　

第
２
に
は
、
公
印
、
出
納
印
及

び
預
金
通
帳
な
ど
の
管
理
に
あ
た

り
経
理
規
定
が
遵
守
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　

第
３
に
は
、
経
理
規
定
、
就
業

規
則
に
基
づ
い
た
決
裁
、
決
定
、

管
理
な
ど
事
務
処
理
が
ず
さ
ん
で
、

特
に
会
計
責
任
者
を
発
令
し
て
い

る
が
、
そ
の
職
務
が
果
た
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

　

第
４
に
は
、
四
半
期
ご
と
の
各

経
理
執
行
及
び
運
営
状
況
の
監
査

を
行
っ
て
い
る
が
、
総
勘
定
元
帳

や
預
金
通
帳
等
証
拠
書
類
の
確
認

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
監
査
機
能
は

形
骸
化
し
て
い
た
。

　

第
５
に
は
、
理
事
会
及
び
評
議

員
会
に
お
い
て
、
十
分
な
監
視
機

能
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

(3)
再
発
防
止
の
取
り
組
み

①
職
員
倫
理
、
法
令
等
の
遵
守
に

　
つ
い
て

　

研
修
実
施
や
指
導
な
ど
で
、
職

員
の
法
令
遵
守
の
徹
底
に
取
り
組

む
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
役
員
自

ら
先
頭
に
立
っ
て
綱
紀
粛
正
を
図

る
と
と
も
に
、
更
な
る
法
令
遵
守

の
取
り
組
み
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

②
人
事
管
理
に
つ
い
て

　

事
故
防
止
や
、
業
務
の
過
負
担

が
生
ま
れ
な
い
よ
う
な
職
員
配
置

を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

③
監
視
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　

監
査
基
準
に
基
づ
く
監
査
は
勿

論
で
あ
る
が
、
経
理
規
定
第
63
条

に
規
定
す
る
外
部
監
査
の
導
入
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。

(4)
信
頼
回
復
に
向
け
て

　

今
回
の
事
件
に
よ
り
、
社
会
福

祉
協
議
会（
以
下
、社
協
と
い
う
。）

に
は
厳
し
い
監
視
と
批
判
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

社
協
は
民
間
組
織
と
し
て
の
自

主
性
を
持
つ
と
同
時
に
、
広
く
町

民
や
社
会
福
祉
関
係
者
に
支
え
ら

れ
た
公
共
性
を
有
す
る
団
体
で
あ

る
。

　

社
協
の
事
業
予
算
は
、
町
民
か

ら
の
会
費
、
寄
附
金
な
ど
の
浄
財

と
町
か
ら
の
補
助
金
が
大
半
で
あ

る
た
め
、
公
正
で
透
明
性
の
あ
る

事
業
実
施
が
望
ま
れ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
各
種
事
務
事
業
の

再
点
検
を
行
い
、
再
び
こ
の
よ
う

な
事
件
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、

時
宜
に
か
な
っ
た
検
証
と
改
善
を

重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
回
の
不
祥
事
を
契
機
に
会
長

以
下
、
役
職
員
が
倫
理
観
を
醸
成

し
、
社
協
の
目
的
で
あ
る
町
民
主

体
の
理
念
に
基
づ
き
、
地
域
が
抱

え
て
い
る
様
々
な
福
祉
問
題
を
地

域
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

み
ん
な
で
考
え
、
話
し
合
い
、
協

力
し
て
解
決
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
地

域
福
祉
の
推
進
を
目
指
す
と
い
う

原
点
に
立
ち
、
町
民
の
信
頼
回
復

に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む

も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
に
お
い
て
は
今
後
の

社
協
の
運
営
に
つ
い
て
、
指
導
は

勿
論
の
こ
と
、
前
述
し
た
社
協
の

目
的
達
成
の
た
め
に
町
と
社
協
の

密
接
な
連
携
の
下
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

  　

　
　

 

◆
第
２
回
◆

　
　
　
　
　
　
　

３
月
31
日
開
会

◎
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正

　

町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
月
額

を
減
額
し
て
支
給
す
る
た
め
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定

　

（
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
）

　

温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
の
管

理
及
び
運
営
を
効
果
的
か
つ
効
率

的
に
行
う
た
め
、
指
定
管
理
者
を

指
定
し
ま
し
た
。

 

・
公
の
施
設
の
名
称

　

温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま

 

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名

　
　

称
及
び
所
在
地

　

北
檜
山
観
光
振
興
公
社

　

北
檜
山
区
徳
島
４
番
地
16

 

・
指
定
の
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

　
　

 

◆
第
３
回
◆

　
　
　
　
　
　
　

５
月
８
日
開
会

◎
議
長
選
挙

◎
副
議
長
選
挙 会

議

時

臨
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◎
檜
山
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

　

選
挙

◎
北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

　

議
会
議
員
選
挙

　

２
～
３
ペ
ー
ジ
の
議
会
構
成
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
専
決
処
分
の
承
認

 

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

３
６
８
万
３
千
円
を
追
加
し
、

予
算
額
は
90
億
８
４
２
７
万
８
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
４
月
３
日
発

生
の
降
雨
災
害
復
旧
に
係
る
経
費

で
す
。

 

・
税
条
例
等
の
一
部
改
正

 

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

　
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
等
に
伴

い
、
こ
れ
ら
の
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

１
億
１
０
０
３
万
５
千
円
を
追

加
し
、
予
算
額
は
91
億
９
４
３
１

万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、
玄
米
ば

ら
集
出
荷
施
設
色
彩
選
別
機
等
増

設
事
業
補
助
金
で
す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

　

１
２
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予

算
額
は
５
億
９
０
１
９
万
７
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
大
成
区
水
道

施
設
整
備
工
事
費
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
改
正
後
の
国
民
健
康
保

険
法
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
物
品
購
入
契
約
の
締
結

 

・
物
品
名

　

給
食
配
送
車

 

・
契
約
の
相
手
方

　

北
檜
山
区
北
檜
山
２
１
１
番
地
16

　

株
式
会
社　

ナ
カ
ヤ
マ

　

代
表
取
締
役　

中
山　

修
一

 

・
契
約
金
額

　
　
　
　

８
４
３
万
３
９
８
８
円

◎
監
査
委
員
の
選
任

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
北
檜

山
区
東
丹
羽
、
平
澤　

等
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
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議会のインターネット中継 をご覧ください！

　せたな町議会では「町民の目に見える、わかりやすい、
開かれた議会」を目指し、定例会・臨時会等の議場で行わ
れる会議を、議会ホームページでインターネット中継をし
ています。
　また、議会ホームページではインターネット中継のほか
に、議会の日程や議決の結果、会議録等を随時更新し、最
新の議会情報を公開しています。
　議会ホームページは、下記を参考にご覧ください。

①せたな町ホームページ（ http://www.town.setana.lg.jp/ ）最下段の 議会 をクリック。

②議会中継・こちら をクリックすると、インターネット中継のページへ進みます。

自宅で議会が

見られます！



平成 26年度の政務活動費の使い道を公表
　政務活動費とは、議員の調査研究に役立てるため必要な経費の一部として交付されるもので、

本町議会議員には、一人当たり年額 12 万円が交付されます。

　各議員は収支報告書に 1円から領収書を添付し、議長に報告しています。また、議長は各議

員からの収支報告書のチェックを行い、透明性の確保に努めています。

　残額がある場合は、町に返還しています。

政務活動費

議　 員　 名
支　　　　　出　　　　　内　　　　　訳

調査研究費 研 修 費 広報・広聴費 議員活動費 会 議 費 資料作成費 資料購入費 事 務 費

奧　村　喜美男 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0円

本 多　　 浩 22,583 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 318 円

大 野 一 男 70,145 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,000 円 0 円

内 田 尊 之 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0円

平 澤　　 等 22,583 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0円

石 原 広 務 0 円 0 円 0 円 0 円 14,080 円 4,000 円 0 円 0円

小 平　　 久 30,613 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,908 円 0 円 27,604 円

澤 田 光 子 38,445 円 0 円 0 円 0 円 0 円 3,706 円 0 円 0円

大 湯 圓 郷 34,775 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0円

細 川 伸 男 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0円

熊 野 主 税 24,730 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 8,388 円

菅 原 義 幸 22,583 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 318 円

議　　 員　　 名 交 付 額 支 出 額 合 計 返 還 額

奧　村　喜美男 120,000 0 120,000

本 多　　 浩 120,000 22,901 97,099

大 野 一 男 120,000 71,145 48,855

内 田 尊 之 120,000 0 120,000

平 澤　　 等 120,000 22,583 97,417

石 原 広 務 120,000 18,080 101,920

小 平　　 久 120,000 60,125 59,875

澤 田 光 子 120,000 42,151 77,849

大 湯 圓 郷 120,000 34,775 85,225

細 川 伸 男 120,000 0 120,000

熊 野 主 税 120,000 33,118 86,882

菅 原 義 幸 120,000 22,901 97,099

計 1,440,000 327,779 1,112,221

（単位：円）

（単位：円）
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議　会　の　動　き
◆ １ 月 ◆

２２日　第１回正副議長委員長協議会

２３日　第１回産業教育常任委員会

　　　　第３回社会福祉事業に対する信頼回復に

　　　　関する調査特別委員会

　　　　第１回臨時会　　　

２９日　第１回議会広報発行常任委員会

◆ ２ 月 ◆
　２日　檜山議長会議（江差町）３日まで

　５日　管内議員研修会（今金町）

　９日　第２回正副議長・委員長協議会

１２日　第４回社会福祉事業に対する信頼回復に

　　　　関する調査特別委員会

　　　　第２回産業教育常任委員会

１９日　第１回全員協議会

２０日　第１回総務厚生常任委員会

　　　　第１回北部桧山衛生センター組合議会定

　　　　例会（今金町）

２３日　第３回産業教育常任委員会

２７日　第１回議会運営委員会

２８日　第４回産業教育常任委員会

◆ ３ 月 ◆
　４日　第１回議会定例会（初日）

　　　　予算審査特別委員会（初日）

　　　　第２回議会運営委員会

　９日　第５回産業教育常任委員会

１１日　第１回議会定例会（２日目）

　　　　第３回議会運営委員会

１２日　予算審査特別委員会（２日目）

１３日　予算審査特別委員会（３日目）

　　　　第１回議会定例会（３日目）

２３日　第６回産業教育常任委員会

２５日　第１回檜山広域行政組合議会定例会

　　　　（江差町）

２７日　第７回産業教育常任委員会

３１日　第２回臨時会

議
会
議
長
宛
の

案
内
・
請
願
・

陳
情
等
は
、

議
会
事
務
局
へ

提
出
願
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

　
2
0
1
5
. 6

　
N
o.4

0

　

野
山
の
木
々
も
深
い
緑
と
な
り
、

畑
お
こ
し
も
終
わ
り
、
水
田
で
は

間
も
な
く
田
植
え
が
本
格
的
に
始

ま
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
予
算
が
決
ま
り
、

商
工
業
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

や
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
事
業
、

農
業
で
は
色
彩
選
別
機
導
入
の
補

助
な
ど
様
々
な
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
事
業
を
活
用
し
、

皆
さ
ん
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
今

年
度
も
良
い
年
と
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
26
日
に
町
議
会
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
新
た
な
議
会
が
誕
生
し

ま
し
た
。
４
年
間
町
議
会
議
員
12

名
の
中
の
１
人
と
し
て
、
町
民
の

代
弁
者
と
し
て
努
力
し
て
い
く
覚

悟
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
湯
）

議
会
広
報
発
行
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

大　

湯　

圓　

郷

　

副
委
員
長　

石　

原　

広　

務

　

委　
　

員　

神　

田　

和　

浩

　
　

 

〃　

 　

本　

多　
　
　

浩

　
　

 

〃　

 　

桝　

田　

道　

廣

　
　

 

〃　

 　

熊　

野　

主　

税

編 

集 

後 

記

■
発
行

　
せ
た
な
町
議
会
　
■
編
集

　
議
会
広
報
発
行
常
任
委
員
会

〒
0
4
9

－
4
5
9
2
　
久
遠
郡
せ
た
な
町
北
檜
山
区
徳
島

6
3
番
地

1
☎

0
1
3
7

－
8
4

－
5
1
1
1

檜山管内議員研修会
　２月５日、今金町の「今金町民センター」
において、檜山管内の議員研修会が行われ、
せたな町からは 10 人の議員が参加しました。
　ジャーナリストの北岡和義氏から「グロー
バル社会を生きる～在米27年の体験から～」
　日本貿易機構（ジェトロ）農林水産・食
品部主幹の相馬巳貴子氏から「北海道の食
品輸出の可能性とヒント～ジェトロ北海道
の取組み事例～」と題して講演がありました。

講師
ジャーナリスト
北　岡　和　義　氏

講師
日本貿易機構
相　馬　巳貴子　氏

研修風景
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